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１ 都建設局における道路附属物の色彩等について

◆道路工事設計基準（東京都建設局：平成28年4月）
○都建設局が施行する設計・工事の基準
・東京都建設局設計委託標準仕様書において主要技術基準及び参考図書として規定

○道路附属物等の色彩やデザインについても規定

２ 決定方法及び実効性の持たせ方

○道路工事設計基準の改定は、２年に１回
○道路工事設計基準分科会において、改定作業
○次回の分科会は、今年度

３ 課題及び
検討会の取りまとめの活かし方

○分科会と連携し、本検討委員会の内容を反映
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(１)防護柵の色彩・デザインについて

４ 都建設局における道路附属物の色彩等の事例

写真１．都型防護柵 写真２．修景防護柵
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(２)歩道橋の色彩・デザインについて

色彩は原則として下記による

○環状線

○放射線

○その他の路線

写真３．歩道橋(放射8号)

※薄灰色

※灰色
※濃彩緑色

※淡灰色

※バニラ色

※青色

※薄青色

※若緑色
※薄橙色

※青緑色

※バニラ色
※緑色

※クリーム色

※水色

※緑色

※水色
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(３)道路照明の色彩・デザインについて

※こげ茶色

写真４．都型照明柱 写真５．修景照明柱
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(４)標識柱の色彩・デザインについて

写真６．標準標識柱

○標識柱の色彩等については、「道路工事設計基準」に記載はない
○「道路標識、区画線及び道路標示に関する命令」に、原則として灰色または
白色とするといった記載がある

写真７．景観に配慮した標識柱

5



【参考】シンボルロード・修景事業

写真８．内堀通り 写真９．晴海通り

○「東京を代表する道路」や「地域を代表する道路」においては、歴史や文化
といった地域の特徴を踏まえた道路修景を実施し、ゆとりやうるおい、利用し
やすさに配慮した首都東京にふさわしい道路景観づくりを行っている。
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